
このシネマ がえい

が

長編
ドキュメンタリー映画「無言館」
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長
野
県
上
田
市
に
あ
る
戦
没
画

学
生
慰
霊
美
術
館
「
無
言
館
」。

名
前
の
通
り
、
静
か
な
山
合
い
に

あ
る
美
術
館
に
入
る
と
誰
し
も
が

無
言
に
な
り
ま
す
。
太
平
洋
戦
争

の
末
期
、
画
家
や
デ
ザ
イ
ン
家
に

な
り
た
い
と
願
い
な
が
ら
、
絵
筆

を
奪
わ
れ
て
東
南
ア
ジ
ア
各
地
の

戦
地
に
赴
い
た
多
く
の
画
学
生
た

ち
が
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
無
言
館
」
館
主
の
窪
島
誠
一

郎
さ
ん
は
、
そ
の
画
学
生
の
残
し

た
作
品
、
遺
品
を
全
国
各
地
に
訪

ね
、
収
集
し
、
そ
の
作
品
を
展
示

す
る
「
無
言
館
」
を
創
設
し
ま
し

た
。
命
あ
る
す
べ
て
の
も
の
を
大

切
に
し
て
生
き
て
い
く
こ
と

へ
の
願
い
が
描
き
か
け
た
絵

か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

今
春
、
こ
の
「
無
言
館
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
が
完
成
致
し
ま
し
た
。

い
ま
全
国
で
上
映
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

映
画
は
「
無
言
館
」
館
主
の
窪

島
誠
一
郎
さ
ん
が
、
戦
没
画
学
生

の
作
品
収
集
に
全
国
の
遺
族
を
訪

ね
歩
い
た
軌
跡
と
と
も
に
、
作
品

か
ら
画
学
生
た
ち
の
思
い
を
伝
え

て
い
き
ま
す
。
中
学
生
た
ち
と

「
無
言
館
」
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、

「
無
言
館
」
で
毎
年
８
月
に
な
る

と
行
わ
れ
て
い
る
、
画
学
生
た

ち
の
無
念
を
弔
う
慰
霊
祭
「
千

本
の
鉛
筆
」
供
養
の
様
子
も
描

か
れ
て
い
ま
す
。「
い
ま
の
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
が
生
き

て
き
た
証
を
守
る
こ
と
で
、
い

の
ち
の
大
切
さ
を
戦
争
の
知
ら

な
い
世
代
に
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
窪
島
さ
ん

は
語
り
か
け
ま
す
。

　

大
阪
で
の
上
映
会
は
5
月
21

日（
土
）東
成
区
民
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
で
、
①
10
時
30
分
②
13

時
40
分
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

連
絡
先
と
チ
ケ
ッ
ト
は
大
阪

自
治
労
連
ま
で
。

68

♡いまも 心に響くいまも 心に響く
　名詩･名歌･名語録　名詩･名歌･名語録

　

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）
９
月
21
日
、
室
戸
台
風

が
大
阪
を
直
撃
し
て
、
５
メ
ー
ト
ル
の
高
潮
が
湾
岸
部

を
襲
い
ま
し
た
。
大
阪
市
西
淀
川
区
の
低
湿
地
に
あ
っ

た
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
「
外そ
と

島じ
ま

保
養
院
」
が
壊
滅
し
て

水
没
し
、
入
所
者
１
７
３
人
が
遭
難
、
死
亡
。
施
設
職

員
３
人
と
家
族
11
人
が
亡
く
な
る
悲
劇
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
外
島
保
養
院
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を
強
制
的

に
隔
離
す
る
こ
と
を
定
め
た
国
の
「
癩ら
い

予
防
ニ
関
ス
ル

件
」
に
よ
り
、
１
９
０
９
年
（
明
治
42
年
）
に
、
近
畿

・
北
陸
な
ど
２
府
10
県
が
共
同
で
設
立
し
ま
し
た
。
当

初
は
高
槻
市
に
建
て
る
予
定
で
し
た
が
、
地
元
か
ら
の

反
対
に
あ
っ
て
挫
折
。
ど
こ
も
受
け
入
れ
る
地
域
が
な

く
、
西
淀
川
区
外
島
と
い
う
神
崎
川
下
流
の
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
に
追
い
や
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
台
風
で
保
養
院
が
壊
滅
し
た
後
、
入
所
者

は
全
国
６
つ
の
療
養
所
へ
分
散
し
、
国
は
療
養
所
の
代

替
地
を
探
し
ま
し
た
。
し
か
し
「
商
都
大
阪
に
療
養
所

の
存
在
は
許
さ
れ
な
い
」
と
政
財
界
が
猛
反
発
し
、
そ

の
後
３
年
を
経
て
、
瀬
戸
内
海
の
長
島
（
岡
山
県
）
に

代
替
地
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
地
で
再
建
さ
れ
た
療

養
所
が
現
在
の
邑お

久く

光
明
園
で
す
。
１
９
９
７
年
に

「
ら
い
予
防
法
」
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

邑
久
光
明
園
入
園
者
自
治
会
が
、
外
島
保
養
院
の
跡
地

に
記
念
碑
を
設
立
し
ま
し
た
。
碑
文
に
は
「
強
制
収
容

絶
対
隔
離
ヲ
根
幹
ト
シ
タ
日
本
ノ
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
ノ

終
焉
ヲ
記
念
シ
、
外
島
保
養
院
ノ
日
々
ニ
思
イ
ヲ
ハ
セ

茲こ
こ

ニ
記
念
碑
ヲ
建
立
ス
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　皇居遙拝（こうきょようはい）と
は、戦前の日本と、日本が植民地化し
た中国・朝鮮で行われた、皇居の方角
に向かって敬礼する行為のことです。
天皇への忠誠を誓わせる運動として
「君が代」の斉唱、「日の丸」の掲
揚、「御真影」（天皇の写真）への敬礼
とともに、各地で盛んに行われていま

した。当時、キリスト教団など遙拝を
拒んだ人もいましたが、特高警察など
によって逮捕、投獄されるなどの弾圧
を受けました。現在も、大阪に多くの
遙拝所跡が残っています。松原市の阿
保神社にある遙拝所の石碑は、東西方
向に穴が空いており、その前に立て
ば、ちょうど東を向いて「遙拝」がで
きるように造られています。

　

忠
岡
町
の
事
業
家
・
正
木
孝

之
氏
（
１
８
９
５
〜
１
９
８

５
）
が
蒐
集
し
た
日
本
と
中
国

な
ど
東
洋
の
古
美
術
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
収
蔵
品
は
１
２

０
０
点
に
の
ぼ
り
、
国
宝
が
３

点
、
重
要
文
化
財
が
12
点
あ
り

ま
す
。
鎌
倉
、
室
町
時
代
の
水

墨
画
や
墨
蹟
が
豊
富
で
「
中
世

禅
林
文
化
の
宝
庫
」
と
し
て
有

描
い
た
「
果か

瓜ら

秋し
ゅ
う

虫ち
ゅ
う

図ず

」
と

い
う
30
セ
ン
チ
四
方
の
絵
で

す
。
当
時（
１
９
４
５
年
）で
１

０
０
０
円
の
値
段
が
つ
い
て
い

ま
し
た
が
、
正
木
氏
は
そ
れ
ま

で
集
め
た
日
本
画
を
す
べ
て
売

り
払
っ
て
購
入
し
ま
し
た
。
こ

の
中
国
画
と
の
運
命
的
な
出
会

い
が
東
洋
古
美
術
を
蒐
集
す
る

原
点
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

名
で
す
。
正
木
氏
の
美
術
品
蒐

集
は
25
歳
の
時
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
最
初
は
竹た

け

内う
ち

栖せ
い

鳳ほ
う

や
富と

み

岡お
か

渓け
い

仙せ
ん

な
ど
日
本
画
家
の
作
品
を

集
め
ま
し
た
。
次
は
富と

み

岡お
か

鉄て
っ

齋さ
い

の
絵
を
集
め
ま
し
た
が
贋
作
が

多
す
ぎ
て
挫
折
。
そ
の
と
き
正

木
氏
は
一
つ
の
中
国
画
に
魅
せ

ら
れ
ま
し
た
。
元
時
代
（
13
世

紀
）
の
文
人
画
家
・
銭せ

ん

舜し
ゅ
ん

挙き
ょ

が

ま
す
。
美
術
館
は
１
９
６
８
年

に
正
木
氏
の
旧
邸
宅
の
隣
り
に

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
春
と
秋
に

特
別
展
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

室
戸
台
風
と
外
島
保
養
院

皇居遙拝所

高
潮
で
壊
滅
し
た

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

　アメリカの詩人、ホイットマン（1819～1892）の言葉です。「人生の悩みをくぐった者ほど、
生命の尊さを知る」と続きます。貧しい家庭に生まれ、満足に教育を受けられないまま、植字
工、小学校教師を経てジャーナリストになりました。しかしその後も世に認められるまで、激し
い人生の浮き沈みを体験したといいます。ホイットマン

寒さにふるえた者ほど
太陽の暖かさを感じる

　東北・岩手出身の作家・宮澤賢治（1896～1933）の「銀河鉄道の夜」に
出てくる言葉です。彼は、故郷の花巻で貧しい農民のために献身的に活動
した思想家でもありました。著作「農民芸術概論綱要」では「世界がぜん
たい幸福にならないうちは個人の幸福はあり得ない」とものべています。

誰だって、ほんとうにいいことをしたら
いちばん幸せなんだねえ

中
国
画
に
魅
せ
ら
れ
た
蒐
集
家
が
築
い
た

 
「
中
世
禅
林
文
化
の
宝
庫
」隣接する旧正木邸には

和風庭園があります　

ミュージアムメモ
▶所在地／大阪府泉北郡忠岡町忠
岡中2－9－26▶交通／南海本線
「忠岡」駅下車徒歩15分▶開館時間
／10時～16時30分（入場は４時ま
で）▶休館日／水曜日▶入場料／
一般700円、大高生500円、小中生
300円▶連絡先／0725－21－6000

絵画の前では無言になっても
戦争と平和に無言ではいけない

（松原市）

宮澤　賢治

正木美術館

（忠岡町）

（ 大阪市 ）西淀川区

▼ 
台
風
で
壊
滅
し
た
外
島

保
養
院

▲ 

外
島
保
養
院
の
跡
地
に

建
つ
記
念
碑


